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内容の要旨および審査の結果の要旨
マプロチリンは四環構造をもち，従来の三環系抗うつ薬とは構造を異にするいわゆる第二世代の抗うつ
薬であり，ノルアドレナリン再取り込み抑制作用を主体とする。そこで，本研究では，マプロチリンが夜
間睡眠に対して，三環系抗うつ薬と同じような影響を示すかどうかを比較検討する目的で,実験を行った。
健康青年男子６名（平均20.7歳）を対象に，マプロチリン50mg／dayの７日間経口投与と，その離脱に
よる夜間睡眠ならびに夜間陰茎勃起（nocturnalpeniletUmescence,NPT）に及ぼす影響を，継時的
睡眠ポリグラフィ（polysomnography,PSG）により調べた｡実験日程は，偽薬を２日間経口投与した
後（順応期間と基準期間)，マプロチリン25mgを１日２回７日間投与し（睡眠期間】その後３日間再び
偽薬を投与した（離脱期間)。陰茎膨張モニターを含むPSG記録を各々の期間に施行し，得られた結果を
以前に同実験日程で施行した三環系抗うつ薬クロミプラミン投与の場合と比較検討した。延べ96夜，総記
録時間816時間のPSG記録をもとに，以下の結果を得た。
１．ＲＥＭ睡眠については，マプロチリン服薬期間中REM潜時，ＲＥＭ期の出現回数は服薬第３夜で有意
な延長と減少を認め，ＲＥＭ睡眠時間については服薬第１．３夜に有意な減少を認めた。ＲＥＭ睡眠抑制
作用はクロミプラミンに比し有意に弱く，また，離脱夜においてもクロミプラミンでみられたようなＲ
ＥＭ睡眠の反跳増加現象を認めなかった。ＲＥＭ密度はマプロチリン服薬期間中増加する傾向を示した。
２．ＮREM睡眠については，マプロチリン服薬期間および離脱期間中，各夜睡眠変数に有意な変化を認
めなかった。
３．マプロチリン服薬中にはクロミプラミン投与時に出現した非定型的なＲＥＭ睡眠の出現は認められず，
臨床的にも薬剤性のせん妄が生じにくいものと思われた。
４．NPTはマプロチリン服薬により抑制され，その程度はREM睡眠抑制作用より強力であったが，それ
でもクロミプラミン投与の場合より弱かった。クロミプラミンでみられるようなＲＥＭ睡眠の出現以前
にNPTが出現する解離現象はみられなかった。
５．自己評価による性機能評価に関して，勃起障害，射精障害はクロミプラミンより弱かった。
従来，三環系抗うっ薬において，選択的REM断眠作用と抗うつ効果との相関がいわれていたが，本研
究でマプロチリンのＲＥＭ睡眠抑制作用が弱く，ＲＥＭ睡眠反跳現象も示さなかったことより，上記の相関
は一部の抗うっ薬に限られるものと思われた。
以上，本研究は四環系抗うっ薬マプロチリンと三環系抗うっ薬の夜間睡眠および陰茎勃起に及ぼす影響
に差のあることを明らかにしたもので，臨床適応に示唆を与え，精神薬理学ならびに臨床精神医学に寄与
する労作と評価された。
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